
事例集

ソノマ・ベイランズ　湿地実証事業
ポプラー島　環境再生事業

山口県椹野川河口域　干潟自然再生事業
山口県徳山下松港　干潟造成事業
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（図-１）

（表-１）

ソノマ・ベイランズ湿地実証事業　
（Sonoma Baylands Wetland Demonstration Project）
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表-２ 図-２

（写真-１）
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【Pilot Unit】  12ha        【Main Unit】  104ha
94年11月：浚渫土受入　　96年：浚渫土受入150万㎥
96年01月：潮汐導入開始　96年10月：潮汐導入開始

図-１　ソノマ・ベイランズ事業の概要

表-１　目標達成基準
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表-２　モニタリング内容
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図-２　モニタリング位置図例（湿地内の地盤高）
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表-３　目標達成基準の達成状況

項　　目 項目の基準 達成状況 備　　考

① 浚渫材を盛土し
た場所の標高

潮汐作用復元後、１か月後に
2.9フィート（0.9m）NGVD
（米国水準原点）を越えない

○達成

② 浚渫材表層の化
学物質

土砂投入し、海水導入前の濃度
が基準値を超えない

○達成

③ 再生湿地と湾の
間の主要水路の
地形

堤防開削後、１年以内に安定し
た地形に落ち着く

○達成

④ 湿地内の堤防寄
りの水路での平
均潮差

５年以内に、サンパブロ湾の平
均潮差の90％に達する

×未達成
Pilot  Unit：７～８年後に
大きく改善された。
Main Unit：今年、達成見込

⑤ 湿地内の半島状
堤防の標高

潮汐作用復元後、10年以内に
４フィート（1.2m）NGVDと
なる

今後評価
未達成の見込み掘削工事を
予定

⑥ 湿地内に形成さ
れる水路の密度

潮汐作用復元後、20年以内に
自然湿地と同等以上である

今後評価

項　　目 基準項目 達成状況 備　　考

① 塩性湿地植生の
定着開始

潮汐作用復元後、５年以内に定
着を開始

○達成

② 湿地植生による
植被率

潮汐作用復元後、20年以内
に、潮汐を受けるエリアの65％

今後評価 現在、５％と低い

③鳥類の個体数

20年以内に再生湿地を利用す
るシギ・チドリ類、カモ類、そ
の他の水鳥類の合計が参照地と
比較して著しく低くない

今後評価

④魚類の生息密度

20年以内に、河口域を生息場
とする魚類が参照地と比較して
著しく低くなく、湿地内の水路
を利用する

今後評価

⑤ オニクイナの生
息

20年以内に、３組のつがいが
湿内で生活する

今後評価

⑥ カヤネズミの生
息適地

20年以内に生息適地を11ha以
上提供する

今後評価
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写真-１　半島状堤防と植生分布（2005年11月撮影）
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（図-
１）

表-１

表-２

ポプラー島環境再生事業
（Poplar Island Environmental Restoration）
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表-２

図-２

図-３
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図-１　チェサピーク湾でのポプラー島の位置（左図）と地形の変遷（右図）

表-１　順応的管理計画に記述する階層毎の要素

(Objective)
(Attribute)

(Outcome)
(Criterion)
(Target)

(Objective)
(Ex. )

(Attribute)

(Objective)

(Goal)(Subgoal)

(Goal)

(Objective)
(Attribute)

(Outcome)
(Criterion)
(Target)

(Objective)
(Ex. )

(Attribute)

(Objective)

(Goal)(Subgoal)

(Goal)

表-２　本事業における目標達成基準の設定(例)

判定基準 副次目標 行動計画・事
業実施方針 

対象項目 
目標値 許容範囲 

サイズ 
（堤防の中央線で測定） 

182ha 172-192ha 
（±5%） 

植生（種組成） 
Spartina alterniflora
・他の参考種 
・有害生物 

≧80% 
≦20% 
0％ 

20-100% 
0-80% 
0-10% 

塩性湿地
生息地の
創出 

低湿地生息
地の創出 

植生（湿地植生による植
被率）（*）泥質干潟,水
路、島、池を除く 

≧90% ≧85% 
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図-２　ポプラー島環境再生事業の管理体制

図-３　ポプラー島の航空写真（左図）とセル３Ｄの植生分布
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図-1

山口県・椹
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の
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河口域・干潟自然再生事業
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図-2

図-3

（図-4）
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図-5
表-1
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表-1
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表-1

図-6

図-7

図-8

写真-1

写真-2
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図-9

図-10
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図-1　やまぐちの豊かな流域づくり構想（椹野川モデル）

図-2　椹野川河口干潟等の再生の方向性

図-3　椹野川流域全体 図-4　自然 再生の対象区域
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図-5　自然再生ゾーニング

図-7　アサリ個体数の変化（月別）

図-8　アサリ個体数の変化（耕耘形状）
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図-6　耕耘試験の状況

写真-1　目視観察状況

写真-2　干潟回復工法に係る実証試験
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図-9　アマモ（栄養株移植試験）結果

図-10　アマモ（播種試験）結果

写真-3　アマモ試験の状況
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表-1（その１）　各ゾーン及び全区域の目標
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表-1（その２）　各ゾーン及び全区域の取組
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表-1（その３）　各ゾーン及び全区域の役割分担
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（図-1）

（図-2）

（図-3、写真
-1）

山口県・徳山下
くだ

松
まつ

港干潟造成事業
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図-4

（図
-5）
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表-1 表-2

（表-3）
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図-6

表-4
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写真-1　完成干潟のイメージと干潟の活用イメージ
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図-1　実施場所と干潟完成イメージ

図-2　全体位置
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図-3　干潟の計画平面図

図-4　干潟の維持管理フロー

図-5　干潟のモニタリング
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表-1　初期のモニタリング調査の実施方法

図-6　漁場管理スケジュール
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表-2　初期のモニタリング調査の実施時期
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表-3　アサリの資源管理と対策例

表-4　アサリの環境管理と対策例

写真-2　干潟の環境学習
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